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要  旨 

 

コロナ禍で私たちの日常生活は、食事も、学びも、仕事も、余暇も大きく変化した。日

本は感染拡大の 5 つの波と 3 回の緊急事態宣言を経験したが、諸外国に見られるよう

な強制的なロックダウン、行動規制、マスク着用の義務がないなか、この危機に対処し

てきた。その対処の多くが私たちの日常生活の中での行動変容である。本稿では、当初

の混乱、適応期、新たな日常への変化を「消費ビッグデータ」によって観察する。分析

には、2020 年 1 月から 2021 年 12 月の 2 年間の全国のスーパーマーケット、コンビニ

エンスストア、ホームセンター、ドラッグストア、家電量販店の POS データと、家計

簿アプリデータを用いる。POS データで品目レベルの販売動向、家計簿アプリデータ

でサービス支出の動向とキャッシュレス決済の普及を観察した。これによりコロナ禍で

の消費行動を包括的に記録することが可能となった。 
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